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駅構内等のにおいに関する揮発性物質分析手法

京谷隆　　川﨑たまみ　　潮木知良　早川敏雄

　公共空間における衛生環境に関する関心が高まる中，公的輸送
機関の一つである鉄道においても，衛生環境を把握・評価するこ
とが重要であると考える。当研究室では，利用者の衛生観に関す
る意識調査と，空中浮遊微生物に関する調査を行ってきた。その
結果，真菌類が放出する揮発性物質が駅空間のにおいの原因の一
つであるという考えに至った。このため，これらの揮発性物質の
分析を試みることとした。分析の手法としては，SPME（固相マ
イクロ抽出）-GCMS（ガスクロマトグラフ質量選択性検出器）法
を採用し，その分析条件（SPMEファイバーの種類，サンプリン
グ時間，設置高さ）を検討し，現場適用性を確認した。その結果，
異なるにおいのする箇所で採取した試料からは，揮発性物質に関
して異なる分析データが得られることがわかった。このことから，
本法が現場に向いた試料採取・分析手法であることが確認された。

（鉄道総研報告，2009年7月号）

微生物の環境浄化力モニタリング法の開発

志村稔

　土壌浄化技術には種々のものが実用化されているが，広範囲
に及ぶ比較的低濃度の汚染や，構造物直下の汚染に対しては微
生物を用いた土壌浄化法が有効な手段であると考えられ，適用
が検討されている。本研究では，微生物の環境浄化力を客観的

図　空気試料分析データ例

図　土壌のレーザー蛍光顕微鏡観察と蛍光スペクトル解析
レーザー蛍光顕微鏡観察像（左）の1～6の場所の蛍光スペクトルを解析した（右）。
緑色蛍光タンパク質のスペクトルとの比較から1が組換え微生物であることが分かった。

来のものだけを特異的に抽出することに成功した。この手法は
土壌中の微生物浄化力モニタリングに威力を発揮すると期待さ
れる。

（鉄道総研報告，2009年7月号）

に評価し，反応の進行を適切に管理する
ための評価手法の確立を目的とし，特に
地下などの酸素濃度が低い環境で微生物
が有害物質を分解する活動をモニタリン
グする方法について検討した。
　トルエンを分解する微生物に緑色蛍光
蛋白質遺伝子を組み込み，トルエン分解
時に緑色蛍光を発するように改良し，微
生物の汚染浄化力を可視化することが出
来た。しかしながら，土壌中には蛍光を
発する鉱物や有機物質が多数存在し，蛍
光量から単純に微生物の分解力を推測す
ることは困難である。そこで蛍光スペク
トル分析を行うことによって，微生物由




